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思春期発達障害者の包括的支援の研究
一親子関係タイプ別の親支援の構築に焦点化して一

柳楽明子引土達雄 辻井弘美
国立研究開発法入 国立成育医療研究センター

く要旨>

知的障害を伴わない思春期発達障害者について、不適応の予防や適応力向上を促すための具体

的支援の検討は十分に行われているとはいえない。本研究では思春期発達障害者の包括的支援と

しての親支援に焦点化し、当事者が抱える問題や支援ニーズの調査および効果的な親支援のあり

方の探索的検討を目的として、 思春期発達障害者本人とその親に調査を行った。

調査結果から、思春期発達障害者では知的障害を伴わなくとも身辺自立や仲間関係の構築とい

った領域において適応上の困難が大きいこ とが示唆され、親にとっても思春期の子離れの難しさ

が生じやすいと考えられた。また思春期発達障害者の親子関係について、特徴や背景要因が異な

る5つの親子関係タイプが見いだされた。各親子関係タイプの背景要因の検討から、 5タイプ中
4タイプの親子関係において、特性受容をめぐる葛藤や複雑な感情に向き合う ことの困難さ、 向
き合うことを回避する心理、また子どもの将来についての強い不安感などが見いだされ、親本位

の考えや感情に基づく矛盾した養育態度が生じる場合があると考えられた。

思春期発達障害者の包括的支援としての親支援では、そのような矛盾した養育態度に至るまで

の親の感情体験や親なりの努力と試行錯誤の結果構築された考えを十分に理解し、親に寄り添っ

た支援を行うなかで、矛盾している養育態度について親の気付きを促し、子どもの自律を支える

ことのできる安定した親子関係へと成長的変化を促していくことが重要であろうと考えられた。

くキーワード> 発達障害、思春期、親子関係、親支援

【問題と目的】

知的障害を伴わない発達障害者については、そ

の早期発見と支援の取り組みが拡充されてきた

が、 思春期の支援についてはいまだ十分な実態調

査や支援の検討が行われているとはいえない。発

達特性は軽減することはあっても消失するもの

ではなく、 適応上の問題は思春期まで持続するこ

とが多いといえる。とりわけ思春期は新たな発達

課題に直面して心理的課題が複雑になるなか、そ

れまでの逆境体験による二次障害も重なり、深刻

な行動上の問題や精神症状を呈する場合がある
ことが指摘されている 1)2)。思春期発達障害者の

深刻な不適応を予防し、適応力向上を促すことは、

その後の長期的な社会適応につながると考えら

れることからも、具体的な支援アプローチの検討

は取り組むべき課題と考えられる。

発達障害者の思春期の支援のためには、 特性の

アセスメン トのみならず環境の影響や二次障害

を踏まえた包括的アセスメントが重要とされるに

なかでも親子関係のアセスメントは、生育歴や思

春期の親離れ・子離れといった発達課題をめぐる

問題を検討する上で重要といえる。 発達障害者の

親子関係では、子どもの特性の理解や受け入れの

難しさから、親が子どもへの対応に迷い、不安定
な親子関係が長期的に続くと指摘されている 5)。

また例えば、自閉スペクトラム (AS)特性を持つ

者の社会不適応について、環境因が複雑に絡んだ

育ち方の影響が指摘されている 3)。しかし環境と

しての親子関係が発達障害者の思春期の適応上

の問題にどのように影響を与えるのか、また良好

な社会適応のためには親子へのどのような支援

が必要か、などについて当事者への調査は少ない。

そこで本研究では思春期発達障害者とその親に

調査を行うことによって、 思春期発達障害者の親

子関係の特徴やその背景要因について検討を行

い、当事者の支援ニーズを踏まえた親支援のあり

方を探索的に検討することを目的と した。本調査

の目的の詳細は以下である。

①思春期発達障害者の適応状態と親子関係の

関連を検討する。

②思春期発達障害者の親子関係の特徴を見出

し、タイプ別の分類を試みる。 また各親子関

係タイフ。の背景要因や支援ニーズについて

検討を行う。

③①と②の結果を統合し、当事者が抱える問題

や支援ニーズを踏まえた効果的な親支援の
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あり方を考察する。

【方法】

1. 対象

国立成育医療研究センターこころの診療部に

受診している知的障害を伴わない思春期発達障

害者とその親 13組を調査対象とした。WHOによる
思春期の定義に鑑み、発達障害者の対象年齢を 13
歳'""'-'20歳とした。なお社会的な適応に著しい影響

を及ぼす他疾患を併発している者は対象者から

除外した。

2. 調査方法

調査は 2017年9月'""'-'2018年 l月にかけて行っ
た。表 1に示した質問紙尺度および半構造化イン

タビューにてデータ収集を行った。本研究が思春

期発達障害者の親の支援ニーズを探ることを目

的としたことから、本調査は親への調査をメイン

に行い、発達障害者本人への調査は比較的簡易な

質問紙尺度にとどめた。なお本考察をまとめるに

あたり、 GHQ精神健康調査票と FIT家族イメージ
法の結果は検討に使用しなかったが、今後さらに

本調査結果の質的検討を進めていくことを考え

ており、その際には検討に含めてし1く予定である。

表 1調査内容
貌に行った調査

子どもの強さと困難さアンケート

(SDQ:Strengths Di伺cu比jesQuestionn副陪)

FDT親子関係診断検査

Yineland-JI適応行動尺度

GHQ精神鍵康調査票

F汀家族イメージ法

育児に関する半構造化インタビュー

本人に行った調査

子どもの強さと困難さアンケート

(SDQ:St問 ngthsDifficulties Questionnaire) 

FDT親子関係診断検査

3. 調査における倫理的配慮

調査は、国立成育医療研究センター内の倫理委

員会の承認を得て実施した。調査対象者には研究

目的および意義について文書による説明を行い、

十分な理解を得た上で研究協力について文書に

よる同意を得た。対象者の個人情報については匿

名化を行い、漏えい、盗難、紛失のないよう管理

し、個人が特定される情報は公表しない配慮を行

うことで個人情報を保護した。

4. 分析方法

① Vineland-II適応行動尺度(以下Vineland-II) 

および子どもの強さと困難さアンケート(以下

SDQ)の結果をまとめ、思春期発達障害者の適
応状況と親子関係の関連について考察した。

②親の回答による FDT親子関係診断検査(以下
FDT)の結果を用いて養育態度の特徴を見いだ
し、タイフ。別に分類を行った。親用 FDTでは、
子どもについての親の態度として「無関心」、

「養育不安心「夫婦間不一致」、「厳しいしつ

け」、「達成要求心「不介入J、「基本的受容Jの

7項目の結果が得られる。それぞれの項目結果

の読み取りは FDTの結果判断においてレッド
ゾーンとされる基準値を踏まえて行ったが、本

調査では養育態度の傾向をより広く拾うため

に、レッドゾーンの基準値を 10ポイント拡大

して読み取りを行った。「基本的受容j の項目

において対象者の半数 (7名)が低い結果であ

り、それ以外の対象者との聞に比較的大きな差

が見られたことから、まず対象者を子どもにつ

いての「受容ノーマル群j と「受容低群」に分

けた。さらに「無関心J、「不介入j、「厳しいし
っけん「達成要求Jとし、った子どもへの関わり

方に関係する項目結果を用いて親の養育態度

を分類した。

③親へのインタビューから得られた語りを抽出

し、 K]法を用いて共通する語りの類型化およ

びラベル付けを行った。作業の客観性、妥当性

を吟味するため研究協力者である他の臨床心

理士と作業結果の検討を行った。

④②で示された親の養育態度分類について、③の

インタビューの分析結果を用いて共通する語

りや異なる語りなど、その特徴について探索的

検討を行い、それぞれ「親子関係タイプ」とし

て特徴を表す名前で示した。また各親子関係タ

イプが構築される背景要因や支援ニーズにつ

いて考察を行った。

⑤④の考察内容を踏まえて、思春期発達障害者の

親支援として有効な支援のあり方を考察した。

【結果および考察】

1.調査対象者に関する基本情報を表2に示した。

2. Vineland-IIおよびSDQの結果
1) Vineland-IIの結果を表 3に示した。適応行

動総合得点は平均 59.5、標準偏差は 8.9であ

った。 13名中 11名において「低いJ(-2SD 
である 70点以下)結果であり、思春期発達
障害者では知的障害を伴わなくとも適応上

の困難は大きいことが示唆された。領域別で

は「コミュニケーションjおよび「日常生活

スキノレ」において低さが見られた。この結果

から、親からの心理的・社会的な分離が発達

課題となる思春期において、発達障害者では

社会場面での仲間関係構築や日常生活上の

身辺自立の難しさから、親子双方において親

離れ・子離れの難しさが生じる可能性がある

と考えられた。

2) SDQの結果を表4に示した。結果の読み取り
は、保護者評価については 13'""'-'15歳の子ど

もの保護者評価についての日本での標準値

を参考に行った。自己評価については日本で
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表 2対象者の基本情報
初めて専門機関 に相

尭達特性に
殴した時の年齢と棺

関して初めてE車内容
専門機関に

※尭韮特性に関する
相設した時

相 談 以前に棺韻震
の年齢

がある場合

G) 可蚕/中 1 男性 研究際 会一辻栗 山山 2-3歳 7豆町ペル戸ブ車佳群 ~ß号
② 15銭/;t;2 男性 会社員 パート ……… 2緩(先 天性視力陣 5歳… 広汎.jf艶遺障害、 9歳 先天性視

………m…… …寮) -.. AD/HD 力障害
妓… 17議議} 夜祭 ~]~ …“ 禁伎町二二二二二………………… 勾 川 .................2..畿二一 彦iij:..色発通説書 3議
④ 15鐘 /<t 3 男性 会社員 会社員 13歳(めまい) 14歳 ASD 14歳 抑うつ溢状

(不畳校 )
…...浄夜bゑ:二m 匂17け7良冶f戸に2ζ二ご二二:二二二】二二_....璽 里性箆主~ 二 E渡宣獄磯絞:了“二t族ま資?務液虻毒笈仁:二二…二二:二二二 二二.-二_....叩;二二.._....... “ 一一一一一一J二“亡二ご;二 I漣遂

小 1川(育てに〈さ)⑥ 20量/:大芝女性会社員 綾術職 中 3 ASD 18歳
一一一一一一一一一一 男 .~J 貴君主 .~堕l!L__一一 』 ー一一 。 問

_.!Þ.… 1 9挙民:ζ二二隻J主--二三訂正員 .~.... 百三ト一一一一 一一一… …… 主主長:匁t脳性し堅企L . __!)、 6一一一 ........P.，.~.~疑い ) 二二二16虻 二一 弾設が長 一
ナーとの死 別 により 量 アスペルガー症 候⑤ 15歳 ro.1 女性 一 宮営業

… 一一 一一一一一…"山 ω … 一息在庄司型企主主" ..._---_... 一一一 “ 二f二… 一一段… u ………ー…ー 【……一一一…-…
⑨ 20歳 /高 3 男性自堂業 ー パ-， .ナ三と11) ~lj m，二fり 日歳 広汎性発 運 障害 11歳

本人 両親の戦業

年齢/学年 f生別 父 母
備考 t舎断名 診断時年

齢

発達特性と
並存する疾
患や症状

⑪ 17怠 /i高2 男性 会社員 パート 数を経て現在は父が命 11議 ASD 11j義

表 3Vineland-II結果
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適応行動総合得点
コミュニケーション 日常生活スキル 社会性

親子宮イブ買IJ

68.3 74.5 79.0 

71.5 58.5 61.5 
66.5 57.5 67.5 

70.5 64.8 77.0 

63.7 62.4 73.4 

表4ー1親の回答によるSDa結果
回答者 本人との関係 総合的困難さ得点 情緒 行昌 幸勤
"…a5 …....~羽子 "…… 17 “ 正……… … 3 … 
② 母親 17 2 
③ 母親 22 5 
@ 母親 23 7 
⑤ 母親 15 
⑥ 母親 28 10 
⑦ 母親 24 9 
⑨ 母親 29 5 
⑨ 虫親 23 4 
⑪ 主親 24 5 
⑪ 母親 28 3 
⑫ 母親 30 1 
⑬ 母親 20 6 2 3 5 4 

平均 23.21 4.79 2.64 5.00 5.43 5.50 
標準備差 4.88 

aタイプ 20.75 
bタイプ 28.00 
0タイプ ， 9.50 
dタイプ 23.25 
8タイプ 30.00 
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1.33 
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2.84 
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表5親子関係タイプ別の特徴と背景要因
aタイプ:子どもの自主性尊重と自律への支援

⑤受容(ノーマル)/無関心(高)・不介入(画ト達成要求(低)

⑨受容(ノーマル)/無関心(高)・不介入(高)

⑬受容(ノーマル)/無関心(高)・不介入(高)・達成要求(低)・しつけ(低)

⑫受容(ノーマル)/無関心(ノーマル)・不介入(ノーマル)

FDTの特徴:子どもを受容しており、子どもへの関心、介入、達成要求などがいずれも低い(⑤、⑨、⑬)、あるいは関心と介入がどちらも標

準程度(⑫)であり、養育態度に矛盾が見られない。

インタビュー内容から背景要因の検討

カァゴリ サブカテゴリからの検討

(( ::れまでの育児に ⑤也ゆが【対応の難しさ】、⑨⑬が【集団不適応】、⑤⑬が【周囲の無理解】、⑨⑬が【パートナーとの不一致】を語って

おける困難感》 おり、他タイプ同様、様々な困難を感じながら育児を行ってきたといえる。

⑤⑨が【早期から普通と異なるとし、う違和感】を持ったと回答し、また全員が早期に専門機関に相談をしたと回答して

いる(発達に関する相談開始年齢は⑤4歳、⑤6歳、⑫5歳、⑬1歳半)。

《育児支援》 全員が支媛リソースとして【専門家への相談】を挙げていることから、早期から子どもの発達特性についての専門的知

識を参考に子どもへの対応を行ってきたと考えられる。

《特性の理解と対応》 ⑨⑬が【リスク回避としての消極的な特性対応】、⑫⑬が【特性の理解や受け入れが難しかった】、⑨⑫が【理解と惑

情の矛盾】を語っており、特性の理解や受け入れは容易ではなかったことが推察される。

《思春期の変化》 ⑤⑬が子どもの変化に合わせて【親が対応を変えた】と語っている。また⑤では子どもの自立を促すために親がサポ

《思春期の対応》 ートを減らしたこと、⑨では子どもの暴力を伴う反抗に対して第三者の介入を求めたことが語られるなど、親が全て対

応しようとせずに【手を引く対応】をしている。思春期の介入状況を概観すると、個別事情から介入せざるを得ない領

域はありつつも、全体的に他タイプに比べて【子どもにまかせる】対応が多いといえる。

《将来への思い》 ~⑤が【適応や自立の心配】を語っているが、社会での孤立を心配するような厳しい認識は全員において見られな
い。⑤⑨⑬が【親の期待と子どもの進路を分けて考える】発言をしており、親本位の過大な期待を持ちすぎず、子ども

の適応状況に応じた認識を持っていると考えられた。また全員において【等身大の自立を望む】ことが語られた。

まとめ:子どもを受容しており、子どもの年齢に応じて自主性を尊重し、将来の適応に向けて自律を促す養育態度といえる。背

景に、早期からの専門家への相談行動や対応の柔軟性が見られる。また将来について社会での孤立といった厳しい認識は

見られず、子どもの進路については、親本位の期待や要求と切り離して考えられていることが特徴といえる。

bタイプ:親本位の期待と介入

⑥⑩受容(ノーマル)/無関心(ノーマル)闘不介入(晶)・しつけ(低〉

FDTの特徴:子どもを受容しており、介入度合いが低いなど養育態度はaタイプに似ているが、無関心!まaタイプほど高くない。つまり介入は

しないとするが関心は向けているというように、養育態度はやや矛盾が見られる。

インタビュー内容から背景蔓因の検討

カテゴリ サブカナゴリからの検討

(( ::れまでの育児に ⑥は複数の【育児困難感】を語っているが、 発達に関する相談の開始年齢は~⑬とも比較的遅い(⑥中学 3 年生、⑩
おける困難感》 11歳)。育児困難感を感じていたとしても、発達特性についての気づきゃ、専門的知識や理解に基づ、いた対応が開始

された時期は遅めであったと考えられる。

《育児支援》 信⑩ともに【支媛者がいなかった/現在いない】と諾っており、育児において十分な支媛を得られないまま、親のみで

試行錯誤してきた期間が長いことが推察される。

《特性の理解と対応》 ⑥⑩ともに【特性の理解や受け入れが難しし、/難しかった】ことを語っている(⑥「何が何でも学校に行かせないと、と

思い無理に登校させた。特性を完全に受け入れることは難しく、すごく波があるJ、⑩「以前は大学進学を子どもに要

求した。子どもはそれが嫌で今の状態になったのかなと反省しているJ)。

⑩では【子どもの回線に立つ】と、対応を工夫している一方で、特性による困難の過小評価とも感じられる【特殊な受

け入れ】(r特性を気にせず普通の子どもとして扱っているJ)が見られる。

《思春期の変化》 ~⑩とも【親本位の介入】が語られる(⑬「趣味は自由にやらせる条件としてほかで頑張れと伝えている。高校卒業ま
《思春期の対応》 でと割り切って今はすべて面倒を見る」、⑤「私が世話をしないと子どもが因るだろうと思い介入するJ)。子どもの将来

の適応を見据えて自律を促す支援は行われていない様子が感じられる。

《将来への思い》 ⑥⑩とも【将来への厳しい認識】が語られる(⑤「世の中に理解を期待してはいけない。就職して一人で生きていける

か心配」、⑩「自分で克服しないと誰もかばってくれないJ)。一方で【親本位の期待】が語られている(⑥「才能を生かし
て活躍してほしいJ、⑩『好き勝手やって仕事に就いてくれればいいJ)。

まとめ:子どもを受容しており、養育態度は aタイプと似ているが、親の考えや期待に基づく関わりが中心であることから、子ど

もの適応状況に応じて自律を促す対応が行われていない可能性が考えられる。背景に、特性についての専門的知識に基づ

いた対応の遅れ、特性の理解と受け入れの困難さ、将来への厳しい認識などが見いだされた。子どもを受容しようとしている

が、子どもの特性について向き合うことの菌難さから、そこから目を背けて親自身の考えや感情が優先され、結果として子ど

もの自律を阻む養育態度につながっている可能性が考えられた。
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cタイプ:親の不安に基づく介入
②受容(低)/無関心(晶ト不介入(低)

③受容(低)/無関心(高)・不介入(低)隠しつけ(低)

FDTの特徴:非受容的であり、無関心の態度を示しているが、強い介入があり、矛盾した養育態度といえる。

インタビュー内容から背景要因の検討

カテゴリ サフカテゴリからの検討

((:::.れまでの育児に ②③ともに【周囲の無理解】があったと語っており(②「周囲に理解されない」とが一番大きかったJ、③「相談した克童

おける困難感》 相談所の無理解で、私が責められ、精神的苦痛を感じたJ)、二次的な育児負担があったと考えられる。

《育児支援》 ②③とも支援リソースとして【専門家への相談】を挙げている。また②@とも早期から育児困難を感じており、発達特

性に関する相談開始年齢は比較的早い(②5歳、③2歳)。早期に専門家に相談して育児の問題解決を図ろうと行動

したことが推察される。

《特性の理解と対応》 ②③とも【特性対応をした】と語り(②「気が散りやすいので家の中に余計なものを置かないようにした」、③「こだわり

行動や指示の伝わりにくさに工夫して対応したJ)、子どもの特性に応じて積極的に対応方法を探ってきたことがうか

がえる。他方で、②では【受け入れの難しさ】(r特性理解が難しかった。今も受け入れたくない。できれば普還と思い

たいJ)や、【親自身のストレス】(r子どものサポートがすごく大変で、もう投げ出したいと感じるJ)が語られていること

から、特性の受け入れをめぐる葛藤や育児負担感は少なくないと推察される。

《思春期の変化》 告渇とも【子どもは自分で管理できないので介入・管理する】と諮り(②「介入しないと遅刻するのでたたき起こし、登校
《思春期の対応》 の準備を手伝う」、③「自分で管理できないので管理しているJ)、ジレンマはありつつも続の義務感に基づいた介入を

行っている。また③では【親本位での介入】(r不適切な肉容の漫画などはとりあげたJ)が語られていることから、思

春期という年齢に比して管理や介入はやや強い傾向がうかがえる。

《将来への思い》 ②では【将来への厳しい認識】(r世間は無理解なので身辺自立を焦るJ)、③では【適応や自立の心配】(r心配ばかり

で期待できることがないJ)が語られ、将来についての心配や不安は強い様子で-ある。

まとめ:早期からの相談行動や積極的な特性対応を行っており努力型の親といえる。背景に将来についての心配や不安、親

としての義務感が見いだされた。一方で、思春期という年齢に比して強い介入や親本位での介入が見られ、子どもの自主性

の尊重や自律を促す対応が基盤しい状態にあると考えられた。 介入は義務惑に裏付けられており、親自身にはジレンマがあ

ることから、親の心理的負担感の強さも認められ、このことが子どもの「非受容Jと関連している可能性が考えられた。

dタイプ:親本位の期待と支援回避

⑦受容(低)/無関心(晶)・不介入(ノーマル)・しつけ(品)

⑧受容(低)/無関心(ノーマル)・不介入(高)・しつけ(高)・達成要求(高)

①④受容(低)/無関心(高)・不介入(高)・達成要求(高)

FDTの特徴非受容的であり、関心や介入は高くない一方で、しつけや達成要求の度合いが高く、矛盾した養育態度といえる。

インタビュー内容から背景要思の検討

カテゴリ サフカァゴリからの検討

((:::.れまでの育児に ⑦⑧では他タイプ同様、【対応の難しさ】や【集団不適応】が語られているが、①④は【国難感を否定】している。

おける困難感》 発達特性に関する相談開始年齢にもばらつきが見られた(①2~3 歳、④14 歳、 ⑦小 6、 ⑧2 歳)。
《育児支援》 全員が【家族・知人からの支援】を語っており、育児において身近な人の支援を得られていたといえる。

《特性の理解と対応》 ①@:⑤は【リスク回避としての特性対応】にせまられたと語るが、④⑦は【特性の理解や受け入れが難しい/難し

かった】(④「治せるものかなと思うことはあります。どうしていいか分からない」、⑦「普通に近づけたくて無理にが

んばらせた。それが子どもにとって負担になりよくない方向に行ったJ)と語っている。

①は【特殊な受け入れ】(r変わっていてよかった。普通だと私が退屈なのでJ)を語っており、背景に受け入れの葛

藤があることが推測される。

⑦⑧は特性を理解しているが【強い諦めによる支援回避】(⑦f今!ま諦めた部分を自分の楽しみをみつけて解消す

るようにしている。子どもに関わることはもう疲れてしまった」③「“自分でやってください"と子どもをほっておいてい

るJ)を諮っている。

全員において特性の理解や受け入れの葛藤、また特性対応をめぐる葛藤が感じられ、また育児において諦めや疲労

感が強く感じられることが特徴といえる。

《思春期の変化》 ①⑦が【対応を変えなかった】と語っており、子ど‘もの成長に応じた応答性が乏しい、もしくは意図的に子どもに合わせ

《思春期の対応》 ょうとしていないことがうかがえる。①@:⑧が学習について【介入すると逆効果なので不介入】と否定的なニュアンスで

の不介入を語っており、d渇 ⑧が趣味・交際について【まかせているがやや心配もしている】と語るなど、子どもにまか
せることについて親の複雑な感情が見られる。

《将来への恩L、》 ①は【将来への厳しい認識】(r就職せず引き』もる』とが心配J)を示しつつ、【親本位での期待】(r大事なときはポー

ンとやると思うので面白い仕事で成功してほしいJ)を語っており、将来への認識と期待の聞に飛躍が感じられる。

またdゅ は【特性(得意分野)を生かしてほしい】、④は【親の不安から自立を望む】など、子どもへの期待を語るが、
特性対応の項目で【強い諦めによる支援の回避】や【特性の理解や受け入れが難しい/難しかった】が語られている

ことから、将来の適応にむけて自律を促す具体的支援は行われにくい状況と考えられた。

まとめ:子どもについて比較的高い期待を語りつつも、子どもの適応状況に応じて自律を促す対応は行われていない、もしく

は支援の回避が見られる。背景に、特性の理解や受け入れの難しさや特性対応をめぐる葛藤、特性受け入れのプロセスでの

諦めや疲労感が見られた。親自身がそのような複雑な感情に向き合うことが困難なことから、子どもに向き合う対応が難しくな

っている可能性が考えられた。また子どもに向き合うことを回避する態度は、子どもの「非受容Jと関連していると考えられた。
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eタイプ:親本位の介入と支援回避
⑪受容(低)/無関心(晶)・不介入(ノーマル)・しつけ(低)
FDTの特徴.非受容的であり関心は少ないが、介入はある程度行っているとしており、やや矛盾した養育態度といえる。
(このタイプは⑪の 1名のみのであり、個別性が高くなることは避けられないが、インタビュー内容から検討を行った)

インタビュー肉容から背景要因の検討
カナゴリ サブカテゴリからの検討

《これまでの育児に 【早期から普通と異なるという違和感】があったと語られており、【対応の難しさ】、【母に集中する負担】、【周囲の無理
おける困難感》 解】など、育児困難惑は他タイプと同様に感じていたと考えられる。しかし発達特性についての相談開始時期は中学

生と遅めであることから、困難感を感じながらも親のみで工夫して対応を行ってきた期間が長いと推察される。
《特性の理解と対応》 【特性の理解や受け入れが難しい/難しかった】(r特性として割り切れず子どもの得意なことを探した。その中で私が

くじけることもあったJ)と語り、親なりの努力を重ねてきたことが語られている。
しかし特性理解を通して【強い諦めによる支援回避】に至ったことが語られている(r子どもは自分と違うのだと頭で分
かったが、本当は理解できず、見ないことで気にしないようにしているJ、「いろいろ頑張ってきたがどうにもならない。
見守り切れないので今は子どものことを細かく見ない、考えないようにしているJ)。

《思春期の変化》 【子どもの変化にショックを受けた】(r子どもが嘘をつくようになったことがショックだった。子どもの二面性を感じて嫌
《思春期の対応》 だと思うようになり、あまり子どもの話を聞かなくなったJ)と語られており、成長に伴う子どもの変化に対する親の傷つ

きが見いだされた。一方で対応については、【子どもは自分でできないので介入する】(r子どもに介入するが言って
もダメなのですごくストレスJ)としつつも、介入における疲労感が語られている。

《将来への思しゅ 【自立の心配】(r身辺自立をして一人で生きて行けるか心配J)を持っているが、同時に【親の不安から自立を望む]気
持ち(r身辺自立ができないと社会参加のスタートに立てないと思ってしまうJ)も諮られている。

まとめ:タイプd同様に特性の理解や受け入れの殺しさ、また特性対応をめぐる葛藤が強く、諦めや疲労感、支援の回避が見
られる。特性を受け入れることの葛藤が大きく、気持ちの折り合いをつけるために子どもに向き合うことを避け、支援回避につ
ながった経緯が読み取れた。 そのため子どもに向き合い、自律を促す対応を行うことは難しくなっている可能性が考えられ
た。また子どもに向き合うことを回避する態度は、子どもの「非受容Jと関連していると考えられた。

は標準化されたデータがないことから、 英国

の4'"17歳の子どもの自己評価の標準値を参
考に行った。その結果、総合的困難さ (Tota1

Difficu1ties)スコアにおいて保護者評価で

は全員が臨床域(男児 15点以上、女児 14点

以上)であり 、自己評価では9人が臨床域 (20

点以上)であった。このことから、思春期発

達障害者の保護者は、子どもについて情緒面、

行為面、仲間関係を含めた総合的な困難さを

感じている可能性があると考えられた。

3.インタ ビ、ューの分析結果

KJ法による分析結果を資料 1に示した。各質問

カテゴリ (c) における語りを抽出し、サプカテ

ゴリ (sc)として類型化、ラベノレ付けを行った。
4.親子関係タイプとその分析

表 5に示すよ うに、親の回答によるFDTの結果

を用いて対象者の養育態度を a"'8のタイプ別に

分類した。またインタビューにおける親の語り 内

容から各タイプの共通点や相違点など、その特徴

について探索的に質的分析を行い、各タイプを以

下のように名付けた。
aタイプ:子どもの自主性尊重と自律への支援
bタイプ:親本位の期待と介入
cタイプ:親の不安に基づく介入
dタイプ:親本位の期待と支援回避
eタイプ:親本位の介入と支援回避

aタイプでは子どもを受容しながらも「無関心」

と 「不介入j が高く、 「達成要求」が低いとい う

ように、一貫して子どもへの干渉が少ない比較的

安定した養育態度が見いだされた。 青年期の精神

内界の発達課題として「第二の分離個体化課題」

を唱えた Blos，Pの理論に基づき、 思春期の親子

関係を対象として行われた先行研究では、 「受容j

が根底にありながら子どもに干渉し過ぎず拒否

もしない親子関係 4)や、家族の凝集性におけるま

とまりの低さ 6)が青年の分離個体化過程を促進す

ると指摘されている。このことから、他年代では

否定的な要素となる「無関心Jや「不介入」 の養
育態度も、思春期年代においては適度に親子関係

の距離を とるう えで重要なのではないかと考え

られた。また aタイプの親の共通点として、早期

からの専門家への相談行動、思春期において親が

手を引いて子どもにまかせる対応を行っている

こと、子どもの進路を親の期待と分けて考えてい

ることなどが見いだされ、子どもの特性を認識し

たうえで自主性を尊重し、自律を促す養育態度が

あると考えられた。

一方でaタイプ以外の4タイプにおいては、そ
れぞれ親本位の考えや期待に基づく矛盾 した養

育態度が見いだされた。各タイプの親の語 りの検

討からは、養育におけるストレスや疲労感の蓄積、

子どもの特性の受け入れをめぐる葛藤や諦めの

感情に向き合いきれずそこから目を背けようと

する心理、また子どもの将来についての強い不安

感などが存在していることがうかがえた。 またこ

のよう な親本位の矛盾した養育態度が思春期の

子どもへの過度な介入や過大な要求、子どもの自

律を促す支援を回避する態度へと至るプロセス
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が見いだされた。

Vineland-IIおよび SDQの親子関係タイプ聞の

比較では、 Vineland-IIの結果において aタイプ

がその他の4タイプに比べて「適応行動総合得点」、

「日常生活スキルJI社会性」の 3項目でやや高
い数値が見られたものの、その他の項目では大き

な差は認められなかった(表 3、表 4)。そのため

親子関係タイプと思春期発達障害者本人の適応

行動との関連性について、本調査結果から言及す

ることはできない。また子どもの回答による FDT

結果からも、子どもが感じている親の養育態度に

親子関係タイプ聞の差は認められなかったこと

から、各親子関係タイプが相互的な親子関係にど

のように関連するかについても確かめること は

できなかった。 Vineland-IIおよび SDQの結果に

おいて親子関係タイプとの関連が見られなかっ

た理由については、各事例の子ども側の認識を含

めて、家族関係のより詳細な質的検討が必要と考

えるが、本調査では十分な情報を得ておらず検討

を行うことはできなかった。

5.親支援のあり方についての考察

思春期発達障害者では身辺自立や仲間関係の

構築において困難が大きいことが示唆されたこ

とから、心理社会的な自立に向けた動きが起こり

にくく、親にとっても思春期の子離れの難しさが

生じやすいと考えられた。

また思春期発達障害者の親では、特性受容をめ

ぐる葛藤や複雑な感情に向き合うことの困難さ

と、向き合う こと を回避する心理などから、親本

位の考えや感情に基づく矛盾した養育態度が生

じる場合があることが見いだされた。親本位の考

えや感情に基づく矛盾した養育態度においては、

親本位の期待や介入、そして支援回避というよう

に、子どもの適応状態や年齢に応じた対応ではな

く親本位の関わりが見られたことから、このよう

な関わりが親子関係を不安定にし、 子どもの適応

行動の成長や自律への動きを阻害する可能性は

あるのではないかと考える。

さらに各親子関係タイプによって、それぞれ異

なる養育態度の特徴と背景要因が見いだされた

ことから、思春期発達障害者の包括的支援として

の親支援は、すべての親に同ーの支援や心理教育

を行うのみでは奏功することが難しく、親子関係

のアセスメン トを行ったうえで、親子関係の問題

性に応じたアプローチを行うことが必要と考え

られる。子どもの思春期の適応を阻害する要因と

して、親本位の考えや感情に基づく矛盾した親の

養育態度が認められる場合、親支援においてはそ

のよう な養育態度に至るまでの親の感情体験や

親なりの努力と試行錯誤の結果構築された考え

を十分に理解し、親に寄り添った支援を行う こと

が必要と思われる。またそのような支援のなかで¥

矛盾している養育態度について親の気付きを促

し、子どもの自律を支えることのできる安定した

親子関係へと成長的変化を促していくことが重

要であろ う。

さいごに、本調査では思春期発達障害者の親子

関係について検討を行ったが、各親子関係タイプ

について、発達障害者本人の適応行動や親子関係

のこじれとの関連性については明らかにするこ

とはできず、結果は親側の認識からの親子関係の

知見にとどまる。親子関係とは実際には親子双方

の認識やそれぞれの要因が絡み合って構築され

るといえるため、本調査結果をそのまま思春期発

達障害者の親子関係の全容を把握するために用

いることは難しい。本調査結果を臨床における親

支援に適用する場合には、 個別の事例内容の質的

な検討と合わせて用いることが重要で、ある。
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資料 1インタビューの分析結果
c sc 

②行動のベースが遅い

③起床準備がスムーズにできない

⑤お金を自分で管理できない生活スキルの問題 t ……… 山町 ................................ ……… “ …… m … … … … 
⑧片付けができない、お金を使い込む

⑪お童遣いが荒い

一 ⑪身辺自 立ができていない

~ ......92自分の…斜繋ーの"り方に固執し主再積ーが!里びない …ー …… 
玄 ③進みたい進路のために計画的 に勉強ができない同 … ……… 一…....................…

τ 計画的行動 ができない …埋設問に梢l..~:でまない … …一 日 ...................… ω ……  一 一一
て 違約三必票tf箆登や笠旦立でj盟主L一一一 一一一一…
正、 -~_将要企ビジヨどだ史〈“::..2..~_~_，とt.=..I:t主上主主11.1明 し て.'る 。 ω......-
'" ⑬進学のための勉強をし右い

c .~人が芦手で学校 に行けない
@自分に自置がなく、自分はずメだと思っている情 緒 対人関 係 の問 Z一一ー一一山 ω …….........M…_.... …一… ー_..-.........ー一"ーー ー _.......-

題 ⑦友人を作れず、本人も落ち込む
一一"“…一 一一一 一一 … …-… … 
⑪昆分の浮き沈みが大きい

… … @知 .d.> 主会 ..'1.."'..が苦手など社会主 『君~.分で難 しい
衝動的な問題行動 ⑦街齢的な問題行動があり、 他由対処ができない

本人に問題意識がない ②子ども自身に問題意識がなく、自分で相談行動を起こさない

③睡眠リズムが不安定、こだわり、かんしゃくで対応に困り、病院に相訟をした

⑤この子 lま違うって2歳ころからはっきり分かっていた
早期から菅通と異なる m 早 川…ω…“……………ω… … … ω 

⑥普通由子ができることが何でできないのかと疑問だった
という違和感 …ー ………… ………  

@幼稚園のころ、集団 場面でなじめない様子から普通と遣うと感じた

山…................... “……<iJ.l殺説明 くもい引違和慢が長つ主 ー … ー …………  
②一般的手法ではうま〈いかず、結局一つ一つ声かけをするしかなかった

⑤特性への対応のほかに、小学校高学年からは大人を菌らせようと逃げ回る行動が出て大変だった

句⑥j聖J史的1ゑ〈【"..f.:つ主主いエど主大主主つf三…一一一 ω … _._ …一一一"““… …一 一………一
①よく壇〈こと、集 団不適応 になっ士ことが大宜だった

@機嫌が悪いと暴れてIIPえられないことが大変だった
⑪意思の疎通の雌しさ、だだをこねることへの対応が大査だった

⑪かんしゃくの室長さや.言ったことを真に受けてしまうζとから、 手閣をかけることが必要だった

③母に対してのみぐずり、主にl土出さなかった

%>不畳校 にな日Li..T.. 主主と三~..!..~里くす時聞 が長三大藍だ?.t.~..!. 夫 l立法杢で帰りが遅か2たa 可…ー…同町、 0 ・… …
⑥不畳校になって軍で畢れ、母への暴力 が出るようになった

...<íJ.l .1僧みと接す長 ，;..(主主唾 ..~'. Li..jj}..1こ閤執し、母!三者 間してのみ繋 〈ごねる玉さ が警かった…… ω 一……ー ……… ……… ω… 
⑥感覚過敏や対人関係 のトラフルなどから学校不適応になった

①集団平適応 になったことが大変だった

③小学校 は畳枝できず、軍庭で轟れたことが大変だった

⑥教室での単独行動など集団 になじめなかった

⑪感情コントローJレの鍛しさから対人関係のトラフルが多かった

_@考え点'.1霊長でき芝生枝豆窓会g>_発主 1護主主型 空存ー … …… …………"………一一 … ……… 
②やっぱり周囲に理解されないっていうのが一番大きかった.去は理解が註〈、去に話すことはむしろ負担でしかなかった.

@相鼓した児童相積所白樺理解で、私が責められ、精神的苦痛を惑 じた

金3'2.!)警に !万刊、圭!>けない主笠ど.".，翌二ト.fj垂直 i三塁段取れな君!ったム':'f:'..食 b' ら竺考~__~芝主る主主1二重夕刊住波及を感じた士 ーー一 一 一一一一一一一
⑥学校から本人らしさを理解されず、マイナスに評価された

@周囲に大童さを理解されず一人で文重だった

…1型て黒 ，IJl刷、 I:::.，!!_"，~主役主~J!!I. に大家主主理解主主主かヱな ………_... ...-一 一一一一 … 山町 一一一"… _-...……ー “ 一一一一
⑬実母に育児を責められた.知らない人に育児を責められて惜 しかった.

⑨子どもの対応について夫婦不一致があり、夫婦関係が悪化した

パートナーとの不一致 ⑪子どもの対応について夫婦不 致があり難しいと感じた.自分 (文 )が子どもの面倒を見ることにした.

⑬去に育児を責められた。

②子どものサポートがすごく大変で、もう投げ出したいと感じる

親自 身由ストレス ⑦理想とする手育てとの遣いがストレスだった

@体調の悪さから自覚はなくても育児由ストレスはあるかもしれない

②産んでLまったこと由責任在感じて私がどうにかしなくてはと思うけれど、どうにもできるものではない、思い通りにいかない
頑張ったがどうにもなら 思 ……吋 ………  …一

⑤育児 1=責佳を感じて一生懸命頑張つがが成果や成畏が見えず、どうすることもできず苦 しかった
ない 一 一一一一… ー………… ユ …… 一 …山…… 刊 一

⑦子どもの不適応 1;1:自分の育児を否定されたよヲ[こ衝輩苦感じた.私ががんIまってもとつにもな告ないのだ£買持ちを切 L)替え占ことに時聞がかかった.
①困難悪はなかった.圭は干どもの対応 に苦労したみたいだけれど.(母親)

@子どもの育 児で困難惑は特 になかった.(母親}

@幼雄屈にλる前 は問題を感 じていなかった。重は対応に困っていたようだけれど.(主親}
⑩育児は母親がやるものと患っていた.育児 図鑑惑は畳け取り次第と思う。{世親 }

①母の実母が手伝いに来てくれた

ぷ型主悶I三T.主主(J)こ宇乏E主主主主主できたム主.!"!J的問穫量ー持つママ革連!玉虫相 撲Lた丘町……ー 一一一......ー…一一一一……ーー 一一一一一
⑤苦しい置持ちを去、母 の実母、 昔からの主人に相 駁した。体日1;1:夫が子どもを一緒に見てくれた.

<:t_夫がまi日投対応王-部引き受“けてくれ句、想静樫f!!I..I_::間..tT...¥::て点在た 一一 一一一ー一 一… 一 日……… 一一 … ω ……  
⑧去が手どもの世路を手伝ってくれ、実母が子どもの勉強苦見てくれた

⑪去と母由実母が育児在支えてくれた

②棺韻機闘が支えになった。 常に相談できる場所を持つようにした.

③保育園や療育機関の先生!こ棺談した

⑤育児で曳持ちが苦L'れたとき、主治医由助言に助けられた
③保健師、主治医、心理士、 OTIこ相談ができた

⑨主治 医に手どもの対応を相鎖 した

⑩主;古屋の助 言を畳け、対応がぶれないよう気を付けた

⑪主治屋 、療育纏聞の0丁、心 理士 に相諒した

@幼稚園 の先生に相識 した

⑮棟育センターや通級の先生に相談 した

②夫は特性対応や拐鎖に無理解で、 考えの不 致があった.尭 に相践することは負担になり.棺設しなくなった.

@夫はポジティブでかみ合わず、 子どもの将来の心配を去と共有できない固パートナーから由支援 玄 “ ........一 戸一一ー一一一一司............... 一一..........一…“一一....-一一一一一
山去は畢観的 .子ども町将来の心配在去と共有できない

不li'. 一ぷ.-払乞比"一一 "悶一 w “h 一…一一一一一 一一一一一叩一一一白"山"均司
⑫夫1は孟話は聞いて〈れたが育児は私まかせだつた@もっと膏児に協力 してほしかった.

⑪夫は箆 は簡いて〈れたがー絡に対応 はして〈れなかった

②実母も手どもへの対応がわからず、育児支援を額むことはできなかった

支援者 がいなかった/ ⑤実軍も遺〈、育児の支援者は特にいなかった

現在いなし、 ⑤育児を相認する相手 iまいない。膏児は暗中 模車.(主綾)

⑩育児を相鎖できる人や支援者はいない(父親)

④保育園や学置に預けた。 物理的な面で助かった.
物理的な青児玉置 叩 ………… …" “…… 

⑥保育園に頚けた
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①こういうものだから、こうなんだねと理解している。理解することに固ま量はない a 自分がいないときは子どもはl..?かりやるんですよ。特性を受け入 れている 士 『 山 ……日…… …・昨日 …ー…
⑬だいたいこういう干だと思っている

②気が散りやすいので家の中に合計なものを置かないようにした

@.子長もの ::t"台り行~，J雪示会伝わり!こ 5主 .1::: 壬表」吉村8;..1"，お今思λ 開閉 俣"?.~苦J杢ま!宅対比τ想談に乗ってサポートしているa………… ………… 

….~.:t~整然の準備 I.~.，..!聖司 (J)作業として三日?ポ訪日川手 …ー………………………… … 。 一…………………………
⑩指示 iま伝わりに〈いので つしか言わないようにしている.量技を嫌がるときは無理に行かせないようにした。

.<):1.1待合時間 1主平。ど.~.."!竺りたいことをやら主主主らヰ..?.J.::.:?..魚惇民依頼 .I".t~.，..:!': 日 干由一白..?t~.::::.=.~ザタ芝、 言三ても“へま主興げるだけ一空 り主~.:':..?~~.似............ …
@"!î唾 lこな保持J聖士山るために、 子どもの活態jこさ?主 l持 h方日手軽快明?常日こは宝訪日空くようにして~.~.~.... ……ー………一目… 川

⑧暴れられるよりはいいと思って全部子どもが落ち着〈やり方に合わせることにしました

⑨締めている.言 ってもやらないので.

⑬傭宣や部屋に閉じこもる行動は軒理にまえさせないようにした.手どもに合った環境を重視して中学畳験をやめた.自分が頑強ってしまうと、子どもができ
ないときにイライラするだろう、子どもも辛いだろうと思い、涜すようにした.涜すしかなかったんですけど.

__~1主性理院史!t三カ'2.~.! 今七L受立な!t..t"it，主主、 三主主生虫受湧主畏い主い._-ー…一--一一一一一 …ー…白一一一一一一一 一-_......_-一 一一 一
@特性は小さいころからあったと思うが、発達の特性とまEづかなかった.治せるものかなと思うことはあります.どうしていいか分からないです.

⑥何が何でも学校に行かせないといけないと思って購理に登校させた.特性を完全に受け入れることは灘L.(、すごく壇がある.子どもを十分には理解できな
し、.

特性の受け入 れが説 会普通に返さけたくて無警刊).~.:ý..!主ら笠 to..，...:t 't': 担壬ど主に主2 て怠!.~になりよくないまL~..Jにfまった.~..::t..'?.. T.主主投ら票令長ち号三主だあ_?..， “ 一山
しい/難しカった ⑩以前は文学に入れと子どもに要求したが、子どもはそれが嫌で今白状態になったのかなと亙省 している

⑪特性として割り切れずあの子の得意なことを探 した，モ由ゆで私がくじけることもあった。あの子はどうやっても変わらない、子どもは自分とは違うんだと頭で

長んとか分台治虫対3'..l!í••.1こ翠解するこ快t君主 ......阜.Jt..~~ 主主で宣伝日"月!こし主~.~.:~..?...“ ω………… u ω………一 “ ω " “…… 
⑪大人になって大変にならないよう、早期癌育が大事だと思ってあちこちに相談し、必死に対応した.早〈治したいという自民持ちがあった。今は防げない二次
障害もあるのだと思うようになった。

②ゆっくり成長すればいいと思いつつ、今の世の中のしくみや就職できるのかと考えると、焦りと不安で矛盾しながら感情的に言ってしまう

....'*側主Lて理解:..1"，主1是枝、できない割に票毘lまどり対日引ラすゑ……………………… 一 ……… 一一一……
⑨対応を工夫 しようと思うが、身辺をきちんとさせたくて怒ってしまうことが私のジレンマ

⑪子どもが身辺自立の必要性在感じていないことに、できないのかし立いのか判断で音ず、穫が立ってしまう

@学校行事で親を短吾するので近づかないように買を付けたが、とても悲しかった

③スムーズに考えて行動できないことは、子どもも大童だろうなと思う子どもの目録に立つ 一一一一句…… ….........-ーー 一一一一一一一戸… … …_.....ー……』一 一…一一 … ー 勾… ω…ー…一一一 一一一明
⑩干ども目線で、何を考えているのか考えるようにしている.手どもが『怒るのは嫌だJと言い始めたので怒らずほめるようにしている.

⑦一生守ってあげられないので諦めるしかないと割り切った.今は蹄めた部分が多いので自分の豪 しみをみつけて解消するようにしている.正直、子どもと距
離を置きたい.身辺 自立はさせたほうがいいと思うが、時聞がかかるので宰事査結むのは面倒に感 じる.子どもに関わることはもう疲れてしまった.

~!J'_分!や戸主〈だまじ1主.~.~..?..~李乙ーでま互主をほっ主“おし1主ピ長丘二日自全で警験させ主!主うがいいさfだな久思 2t~.，_…"…一一一 一一 …町民 向島

⑪いろいろ頑張ってきたがどうにもならないと感じて、今は子どものことを細かく見ない、考えないようにしている.干どもが自分に嘘をつくことを畳け入れること
がきついので回りた〈ない，もう見守りきれないので買にしないことに徹している.でも子どもは今 のままでは社会でやっていけないと思う。

特殊な受け入れ ...<):1変わっていて占かった主恩ち貴通だ自主担退!望号主由主主 一…
⑩特性として買にせず菅通の干どもとして扱っている。自分で経験して考えればいい。自分で自分を見つめないかぎり蛮わらないと思うので。

①あまり私 1=近寄らな〈なった

役中 2頃から懇に.Ili;Jî:的 1三草 k 返すよう 1=主?在日常ま.?~.よさに烹った … ……………………  “… 
⑦子どもが自室lこいる時間が長くなった

⑪小学校高学年頃からよ〈嘘をつくようになった

⑫中学生頃から親に隠し、相践しなくなった

E型熟問主要経を生るよ主5 宰..'J..、上~.~.ヱてJ主主然:.2.，:た…………“-_.._ 一一一一一一一…一市 M … ー……… ……………一 一 ω …… 
③反抗がすごくなり、何を言っても喧嘩題に返してくるようになった

@もともとキレやすいのが、さらに強まっt
@乱暴な言葉や家庭内暴力が出てきた.体が大きくなって私に暴力をするようになったことがすごく図った.

⑪注意をすると怒噛ってくるようになった

思 ②反 抗的言葉は思審期のE応として受け止めている
春 子どもに合わせて ③思春期だからしようがない.本人にも伝えて気づかせている.

期 対応した ⑤頭ごなしに冨わないなど、喧嘩にならない言い方を工夫した

E ……一 … … ~由設の現役貯金《激しか2 t.ó '!J..:::.P.、:.t?.~.~..~~、ほうだと患い、 :t?叫て川 …… ゅ …………  
ま ー ⑧子どもにきつい言葉を言われてショックを受けた015年間育ててきがのに踏みつけられた気がしてガウンときた。
化 干どもの変化 L ……一一戸 ー、 …山…山………… “ …山……ニー "，;'7<-1 +_ .:z. j.:…-… … ……………… 
シヨツヴを受けた ⑪子どもは私!こ鳴をつカないと思っていた由で喧をつ〈ようになった」とがシヨノクでした。干ともの 菌性を感じて嫌だと思うようになり、あまり子ども母語を聞

かな〈なった.

思春期 にこだわらず、子ど @年齢在宅えると乎どもとの距離が近いと思うが、適応 不全があるので突き放せない

もの技量に合わせて対応 ③年齢を考えると乎どもとの距離が近いと思うが、 深〈考えずその時々で対応している

①子どもの変化に応じて対応は変えなかった
対応を変えなかった ぷ ……………… ……“ ………………山

⑦対応 1;1:車えず、むしろ私のほうが距離を取りたいむで干渉していない

手を引〈対応 . ..~.1事分で判断する力が京ヨ主害~.~.~.の.!.，..!ll.重注J空サポート査減らした m 同 何 何 叩
@軍庭向轟力には第三者の介入しかないと思い‘警繋を呼んだ

思春期の変化を感 じ ゴ聖主んな児~...ぜLもなか? to;_le. 現主翠EJ.'..，日1食生."?.!..，._~-静男役変化がわかり出い ー……一一 一 …ー………… m 一一一 一一… 一一四町一
⑤小さいこるから感情の起伏が激 しい卦、本人が発散由しカたが分かっているのか、激しい.&tえがなかったない 一一 一叩句"一……“一_.._.-ー 一一 "“一ー--_....._.......一一一
⑨ずっと何かに怒っているので、思春期特有の底抗といった、驚〈ような重化がなかった

①一人で起きられないので声をかける必要がある

②子どもにまかせたいが介入しないと遅刻するので叩き起こし、畳校の準備を手伝うO身辺自立 "品………ー …一一一 一一一一………"… "…一一………ーャー …………一一…“"四』 白 叩山一 … ~一一一…山…… ー…
③菌倒〈さがってやらないので清潔 管理について注意をする

子どもは自分でできな 一一一一_....…………… " “ー一一一一 一町一一~ー ー……一……………………………『
⑤起こしている

いので介入する 句… 山山… ー 一 一 山………………………… "“ ………一
⑩自立のためには手を出さないほうがよいと思つが、部屋が汚〈、自分が嫌なので身辺的なことを全部やってあげている

⑪起草と身辺自立は言ってもダメな由で介入 するが、すご〈ストレス

③予定由時間に畳校できないので叩き起こす

学校 のために升入す 鰻単:u.i..去?君主色れたら因るので心配<:翠こす 四一………ー……………… …ー… ……………… ………ーω
る ⑨学校 1=遅刻するので起こす

⑩畳校の手助けとして起こしている

0宣銭管理 ①子どもにやらせたいが介入しないとうまくできない

ー子どもは自分ででき ③自分で管理できないので菅理している

ない由で管理する ⑤子どもはどんどん使ってしまうから管理している

決まった額の小遣 @.lL期限:性油烹誌にあ~t主三型車1宝えL……一一一…ー………一……--_.._....一一一切…_.，_ ……一一 一一 一…
いはない ①子どもがあまり使わ主いので決まっ士績をあげていない(大学生)

Oインターネット ③子主主は.:t..湾切 立:竺イ tをE主主主玉k茎.?.~で、 !!l_がJ壁 F旦して》、予 町 一一………ー…一一
一子どもは自分で制限で @PGにはできるかぎりフィルターをかけている

きなUので管理する @動画をずっと見てしまうので制捜をしている

0学習 ②自分で勉強をしない、提出物を出さないので声をかける

心配で介入する @課題をやっているのか心配で聞いてしまう

③おおむねまかせているが外泊は制限している.趣障もおおむねまかせているが不適切な向容町湿函はとり晶げた.0趣味ー交際 ………  } ……山 町 ω …………………………… … " 一一 … 
ー親本位のプト入 …§弘が世E買をしなし1生三f!:全]さ照 るだろうと:.，¥!J，..'..'.1I:..(，...!.弘 子E主主主人が韮わるまEがなさそう主(J)で...... …" …… 

⑩趣味の~件としてほかで頑張 れと伝えている。高校卒車まで商倒を見るのだと割 り切って、すべてやってあげている .

リスウ回避としての特

性対応

親と由心理的距離

理解と感情の矛盾

特性対応をした

強い蹄めによる

支援回避

親への匝発
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性
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入
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側、遣い菅理は1OO~主計肯日号………………………
⑤子どもは無駄遣いをしないと思うので、小遣い管理はまかせている.

⑥小遣い管理はまかせている
O童銭菅理 …五京ご…"“

叫使いすぎしないよう声カか、Iけナするカが〈、細か〈子渉せずまかせている
ー平どもにまかせて ω芯“………。 …………一…… ω " “ ……… 山一……… m ω 山山… ωω… “………………… … 

⑩子どもが自分の稼いだお金なので、好きなように使わせている
丈丈夫だと思う …………… 山………… ……………  川 町 ……一一……

⑪アルバイトをはじめてから無駄遣いをしなくなったので、今 i主宰かせている

9存会~...~~、j主持伶 L'Oほこまかせてい戸…… … 
⑪まかせている

①アカウント管理以外おおむねまかせている

Oインターネット 点な二日!..~..~.ってしjるとさきqすす倍、主主悦目、立て回一一…一一 一…………一………“ …一一一一一一"“…
ー子どもにまかせて ①子どもは用心深〈真面目な由で全面的にまかせている

大丈去だと思う ⑫以前 は制限をかけていたが中学生 からまカせることにした.きっちりした性植なので大丈夫だと思う.

…一一一一一一 -_j主主恩旦な.o.?.~.~夫手だと思いι高校句集主主ヱてすらまた芝科、:2 _ 一一 ……m …一 日旬』…一一一一一
②続が管理しきれないので高校生から全て解禁 にした

ー親が管理しきれな …ーー……“"一一一一一一句ー…一一…ー… m…“一…一一…… ω ……ー…一 目白..........- 一一…… …一一…一一一切町一
思 い ….g}.'守~J.~虫連J唖編"で必喪主由史無期ß.~.I.::..\，.t三一ー…………一一一
春 " ⑪スマホは菅理できないのでまかせている一一一町 田巴................... 一…一一…一… ……ー…一…… … 
期 年齢を考車し不介 …⑤白金主!同じ年齢タJ設住務?王波長持.t~.?t=.."? 豆、j票日方々)~.:::::ル主繋 1翌日」豆、あとは全部好きにやらせている"
a 入 ⑩親が押さえつけて犯罪にいくよりはいいので、おおむねまかせている
… 一 一一… …ー……ー町一…
~ …設まかせてい長.成績"?;:，主す}怒ったこ主は主任。

応 O学習 山J貯明日よヨて貫主普及でよ -わチ ……ー… 山…山
( 一子どもにまかせて ⑦完全にま治せている

不 大丈夫だと思う …1画面長半重量モ i~'ï通ぶ 言叩ったが大手は副長ぞ L' ..，“

? 戸一………………“ 鎗鮪閉合灯望晶号叫主鱒F誇望揮黙t空枝乏初の町支ま剖カか、せ配主可筏る……二 一 e 一………m 二…… ω…“ "“ …………… 
ハ

@冨うと余計やらな〈なる白で吉かせてLい、る
一升入すると逆効果 ー……………………… ω …………  ………“ …一一一一 …………………ー… m 町

⑧私が勉強を見たら子どものやり方を許せなくなり怒鳴ってしまうので、ほっておいている
なので平介入 一一一一--.よ J……一一一 『一句句"… …“ …………一一一……“"““ 一一一 一 …一一一一一_....._......... … 

_~~J理主臭同校主~f言2主主まう包主占分.~.気づた主を期待占主計竺及、.~...……一一… 一一一一… 一一一 ……...._._-一一一
⑪櫨嫌を損ねると本当にやらな〈なるので.頼まれたら手伝うが害かせている

.__<?>3~t~仲 間照係だあ畳"?_~_7.s丈主 主う主塁い主主主エいる 0 ・ 一 『一一一一 一一一一……一一 一一一一…ー
@主主関係は把握している範囲なのでまかせているO腫聴・主際 ーよらー一司問 一一一一一一…町一…一一一一一市町山町一…“一句......_._一一一一一一一 一一ー 一 一一一…“一一ー一一一一一一
⑩趣聴のイベントに一緒にいくなどして内容を把握しているし、曹かせているー子どもにま治せて 吋て一…_.-何回句町一一一………………一一一………一一…句 ..._..._.._--.......- ーー一一…一一一~一一… 一 一………ー 一…
⑪アルバイトはだめならクピになるだろうからまかせている大丈夫だと思う …AL  - h mh  -u日目………… 一一一一……叩…時_..._..._ 一一
⑫子どもの対人関係スキルが上がったのでまかせるようになった

⑬対人関係の持ち方も成長したのでまかせている

目φ4:..~めてもやめない忽で l，;.:I' ?P'.tJ.:..~.~..~.:.~主主いる 』……… …“ … … “ ……… “ …… 
②まかせているけれど、興味の範囲が狭いことを心配している(ゲームばかり)

ーまかせているがや一一…… ……………………“……… ω …… 
⑥ひど〈危院なことはしないと思うのでまかせているが、ゲームぱカりだなと思や心配もしている 一円r…… ω 山日 山 吋 U ……… ω ……山……ω
①査に趣味に穣径約で空回りが心毘だが世界を広げてほしいのでまかせている.

等身大由

自立を望む

⑥共通の趣味なので把握しまかせているが、親に報告がないことが心配

役立烹目主君主守と則禁::t.. 士?の倉野に~..然主烹み点 f 主害 Lーい………………………ω
…..~.!学賞~:音量5生 L'G在住烹=-:>日て!~_lL' ・..:t.~:に静f主主管けらた号ような仕:J>_ができるとよい。 … 
@自分で働いて世なくてもお給料をもらって生活できるとよい

⑪なんでもいいので仕事について自立できればいい

親白期待と本人の 司_~.:f._1'.事.P'~.積善tの黒 3君主持つ主主笠在住宣虫主理すことはJ雪之主主、三三互もの日生主主由主主 一一一 戸 _... ・ …一一一一一一一一 一…
⑨無理強いしても揖理だろうし、子どもが好きな仕事を見つけてほしい

進路を分けて理解 ー…......-ー叩…… h 一一一一一一
…一一一 」⑬賞通匂の進路支混んでほ目、ヱ主主ι;;:IJH:.!1!.主主義つ司て違乏句在、窓生長ヨた.，..JA..P..'ご主.. g~._~.?主主壬互ーもだ一生懇意1や長.OÞ.~!工生きれー…一一一
特性{得意分野)を __C1J~，~分男を牢かせる晩.!~主主主主、l1Jとらしこし、と畏~~.トレ?:.~_~-~、好き民主主で主主主主ト… 川 “一一…一…… … ー一一一一._....……句"…
生かしてほしい @特性が生かされ、好きなことができる道がみつかればいい

③将来 に期待できることがなく心 E ばかり.かんしゃ〈、童銭管理、 身 辺自立が心~.社会適応のために他人に底抗せず畳け止められるようになってほしい .

a大学卒票後白身辺自立が心思烹意"を持った人に引つなた主ないか心配， …………  …日一………
⑤社会適応のために相手白書うことを聞〈ようになってほしい。だまされやすさも心配。

適応や自立の心配 ¥P..今のところ童祭賞理や身辺自主主主主ていないので心配…ω … "………… 
@片付けや、よく考えて行動することができないので、生活ができるか心毘

⑤目標のために計爾的行動ができないので、就職後の適応が心配

…………  …金身辺自.*-..1，:て一人で生きてい目立企恵 " …… ………  
刷 、 ②将来自立できるか不安で、就職のために身辺自立をさせたいと焦る
刊 親由不安かb 一一 … ω ………ー… ………… ……………… 
手 ④就職して独り立ちしてもらわないと困る。自分の性格を知って自分で対処できるようになってほしい.
釆 自立を望む ーで
♂、 ⑪身辺自立をして自分に責任を持てないと社会事加のスタートに立てないと思ってしまう

の ①意け者なので就職せず引きこもることが心配f 同への @世間主特性に閥解阜ので、身辺自立 I~必要と日記詰山長一一_.._...・ー一一……一一一一
厳しい認議 ⑥理解を世の中に期待してはいけないと分かっている.就職して一 人でまきていけるか心配.すぐに引きこもりになってしまう不安がある.

⑩自分で克服しないと錐もかばってくれない.障害がわからないということは一般人にもなれるということ.

@自分のことを嫌いにならないでほしい
特性 (苦 手さ}に向 四ヰニニニ一一一日一 一一丁一一二一" ・… 一山…一日一島町一一

⑫膿輩や左人関係を他人と比べて苦しむよつになる」とが心配.苦手と向き合っていける由か固
き合えるか心配 一一一一一一“一一一一一白 一一 ………………ー…………"“" … 時四一】 一一…ω"“………ー

⑬対人関係でストレスを感じやすいので灘しそう

忽将;表、怠訪日書~.~~~.!!Lで私だけが一人で考主てりる.子。ども月初時t~わf関与とので」ょうがないですけれど . ………………  
殺だけが焦る ⑧現実は甘いものではないが子どもはまだ毘えていない

⑬子ども!神践の必要性を感じていないが、J盟強..~.iさないといは主性別深ゑ……
④将来の居場所があるのかなど、将来について助 言がほしい将来由情報を .......................... …........ … 
⑧将来由行き場がな〈なることが心配なので情報を得たい得たい h … ω ω ……… mω  ……………………山……… m
⑫先が見えないと感じて発達障害者の職業担額窓口に行った.障害を理解して雇用してもらう必要があると思っている.

根拠に基づいた ~年上!こ烹量がられる由で、うま〈やっていけ明、なと思う主とだ魚竜一…………
期待 ⑩アルバイトはうま〈やっている、先輩から可愛がられるので将来 lま何とかやれるのではないかと思う

①面白いんじゃないかと思う由で、この世界(発達障害の世界)でできることを精 杯やってほしい.干どもは文事なときはポーンとやって〈れると思うので、子
どもにとって面白い仕事で成功してほしい.

親本位白期持 山町 "“一一…_.-ー.._.._… ー ー… 一一 ……"……… m ………一ー
⑥もともと頭がいいので才能を生かして、特性を持ちながらも活躍してほしい




